
【シャワールームでエロシチュ語り縦パイズリ♡】 

 

──ギン･･･♡♡ギンッ･･･♡♡ 

 

「先生ったら･･･♡♡さっきあんなに私のおっぱいで射精したのに、またこん

なにおちんぽギンギンにしちゃって･･･♡」 

 

「うっ、うるさいっ♡ユウカが悪いんだっ♡♡あんなに俺のことおちょくっ

て･･･っ♡」 

 

「おちょくってなんてないですよ～♡♡事実を述べたまでです♡♡そんなこと

より、もうそろそろ仕事に戻らないといけませんから、体洗いますよ？♡♡」 

 

──シャアアアア･･･ 

 

「ほら、洗いますからじっとしててくださ･･･キャッ！？」 

 

ドサッ！ 

 

俺は強引にユウカを 跪
ひざまず

かせ、おっぱいを両側からぎゅ～～～っ♡と寄せて作

った乳穴にギンギンにそり立ったチンポをあてがう♡ 

 

──ぴとっ･･･♡みち･･･♡♡みちっ･･･♡♡ 

 

「ハァ･･･♡♡ハァ･･･♡♡ユウカが悪いんだ･･･っ♡♡ユウカがこんなにドス

ケベだから･･･♡♡俺は悪くない･･･っ♡♡」 

 

──ずぷんっっっっ♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡ 

 

本能のまま、ガチガチのチンポをズリ穴にぶちこむ♡♡♡ 

 

「おっ♡♡な、なんだこれ･･･♡♡どたぷん乳肉気持ちよすぎ･･･っ♡♡」 

 

──どちゅ♡♡どちゅっ♡♡ぱちゅんっ♡♡たぱんっ♡♡ぱんっ♡♡ぐちゅっ

♡♡どちゅっ♡♡ずりゅう♡♡ 



 

「あっ♡♡は･･･っ♡♡今、ユウカのおっぱい犯してるっ♡♡先生なのにっ♡

教え子と縦パイズリエッチしてるっ♡♡」 

 

「あ～あ･･･♡いきなりかわいい生徒のおっぱいレイプしちゃうなんて･･･♡先

生、最低･･･♡♡」 

 

ニヤニヤしながらからかってくるユウカ♡♡ 

精液とシャワーの温水が乳内で混じってなんとも言えない快感に包まれていく

♡ 

 

「うるさいうるさいうるさいっ♡♡♡こんなけしからんデカパイで我慢できる

わけないだろっ･･･♡♡」 

 

──ばちゅんっ♡♡だぱっ♡どちゅっ♡♡だぱんっ♡ぐちゅっ♡♡どぱっ♡♡

ぱんっ♡どちゅんっ･･･♡♡♡ 

 

「やんっ♡♡先生ったら激しい･･･♡♡そういう男らしいところも好きですよ

♡♡」 

 

反抗するように抽挿を速める♡ぬちゅっ♡ぬりゅっ♡♡といやらしい水音が大

きくなっていく♡ 

 

「また大人をからかって･･･っ♡お仕置きだ･･･♡♡俺が満足するまでおっぱい

犯してやる･･･っ♡♡」 

 

──たぱんっ♡♡どちゅっ♡♡ぱちゅんっ♡♡ぱんっ♡♡ぐちゅっ♡♡どちゅ

っ♡♡だぱっ♡どちゅん♡♡どぱっ♡♡ 

 

「先生、必死に腰振っててかわいい♡う～ん、でも私は手持ち無沙汰ですね

ぇ･･･♡あ、そうだ♡せっかくなので、ズリキチ先生が喜びそうなエッチなシ

チュエーション、想像してたくさん言ってあげます♡」 

 

「な、なっ･･･！？どういうことだっ･･･♡」 

 



「これからも私とエッチなこと･･･したいですよね？♡私がしたら先生興奮す

るだろうな～♡ってシチュ、私たくさん思いついてるんですよ♡それをこれか

ら発表しちゃいます♡」 

 

「ふ、ふんっ･･･♡そ、そんなもの･･･♡♡言われたところで別にどうというこ

とはない･･･っ♡♡」 

 

「ふふっ、強がっちゃって･･･♡分かりました♡じゃあ、これから言うことは

独り言ですから、気にしないでくださいね♡」 

 

──どちゅっ♡♡ばちゅんっ♡♡ずりゅう♡♡だぱっ♡だぱんっ♡ぐちゅっ

♡♡どちゅ♡♡どぱっ♡♡ぱんっ♡どちゅんっ♡♡♡ 

 

「先生が好きそうなシチュエーション･･･♡王道なのはセミナーの生徒会室で

こっそりパイズリエッチですかね･･･♡向かいの席に座っているノアに隠れて

机の下でずり♡ずり♡ってしたりとか･･･♡ 死角に移動してぱちゅん♡ぱち

ゅん♡ってパツパツ Y シャツの隙間からガチガチ勃起おちんぽ出し入れしてた

らノアが『先生？何か物音がしますが大丈夫ですか？』とか聞いてきたりして

♡先生が慌てて『な、なんでもない！ちょっと物を落としただけだから！』っ

て言ってる時に腰をガシッ♡って掴んで強制的に縦パイズリ続行させちゃった

り♡『ユウカダメっ♡声出ちゃうからぁ♡』って困りながら腰振り続行しちゃ

う先生見たいです♡ あっ、ノアがトイレに行ったと同時に Y シャツのボタン

を開けて胸元くぱぁ･･･♡って先生を誘惑しちゃうのもいいですね♡『ふーっ

♡ふーっ♡』って言いながらものすごい勢いで床に押し倒されて･･･♡ノアが

戻ってくるまでに急いで射精しないといけないからいつも以上に激しくどちゅ

ん♡ずちゅんっ♡っておっぱい突いちゃう先生もかわいいかも･･･♡ びゅく

っ♡びゅるぅ～♡って射精した谷間に残った精液そのままにさせて♡♡ドロッ

ドロの精液溜め込んで『ふっ･･･♡ふぅ･･･♡』って息荒くしたまま会計の仕事

しないといけなくなったら大変かも･･･♡」 

 

「ハッ･･･♡ハァ･･･♡♡」 

 

──ぱんっ♡だぱんっ♡どぱっ♡♡ぱちゅんっ♡♡たぱんっ♡♡ぱんっ♡♡ず

りゅ♡♡♡ぐちゅっ♡♡ばちゅん♡♡たぱんっ♡♡♡ばちゅんっ♡♡ぬちゅっ

♡♡どぱっ･･･♡♡ 

 



「もし先生とお付き合いすることになったら･･･♡デパートでデート中、胸元

全開の白ワンピースを着て周囲の男性からいやらしい視線を集めちゃう私を守

るように多目的トイレに連れ込まれて♡男らしくて素敵･･･♡って思ってたら

『ユウカがエロいのが悪いんだ･･･っ♡』なんて最低なこと言いながら谷間の

一番ふっかぁ～い♡場所目がけてどちゅ♡どちゅん♡ってチンポガン突きする

先生♡帰ってオナニーするしかない男の人たちを尻目に優越感たっぷりパイズ

リエッチしちゃうんですよね♡ 夏に備えて水着の試着してたら『どうです

か？♡先生♡』ってカーテン開けたとたんに試着室に押し入られて速攻膝立ち

パイズリ開始♡おっぱい両側からむにゅぅ～♡って掴まれてたぱっ♡たぱんっ

♡おっぱいオナホにされちゃう♡店内なのに『おっ♡ユウカの長乳オナホ最高

♡』って叫んじゃう先生かわいいです♡精液かからないように谷間ぎゅ～♡っ

て狭くしてたのにびゅくっっっ♡♡びゅっっっち♡♡って飛び散っちゃって水

着ドロドロにしちゃって･･･♡カーテン開けたら店員と客から訝しげに見られ

ちゃって、そそくさと水着だけ買って逃げる♡♡ 帰り道も我慢できずに路地

裏に連れ込まれていきなりベロチュー開始♡♡『ちゅぅ･･･♡ちゅぱっ･･･♡あ

んっ･･･♡』って服にシワできるまでおっぱい揉みこまれながらディープキス

されて･･･♡勃起したおちんぽを大きめのストロークでたぱん･･･♡たぱん

っ･･･♡って甘やかしながらゆっくり気持ちよくしてあげる♡♡デートの終わ

りを名残惜しむかのようにたっぷり時間を使って･･･♡最後はパイズリキスし

ながらの幸せぴゅっぴゅ･･･♡最後に『･･･まだパイズリしてほしいんですか？

♡もう、先生ったら･･･♡また明日もいっぱい挟んであげますから我慢してく

ださい♡』って言って解散♡」 

 

「ハァ･･･♡♡ハァ･･･ッ♡♡ハッ･･･♡」 

 

──だぱんっ♡ぱちゅんっ♡♡たぱんっ♡♡ぱんっ♡♡どぱっ♡♡ずりゅう

♡♡たぱんっ♡♡ずりゅ♡♡♡どぱっ♡♡ぐちゅっ♡♡たぱんっ♡♡♡ばちゅ

んっ♡♡ぬちゅっ♡♡ばちゅん♡♡ 

 

「交際が順調に進んだら･･･♡イチャラブ同棲の始まり♡仕事から帰ってきた

先生を玄関でおっぱいぶるんっ♡って揺らしながら裸エプロンでお出迎え♡

『おかえりなさい♡』って言った瞬間に押し倒されて裸エプロンビリビリに破

いてズリ穴作られて♡仕事で疲れてるはずなのに全力でぱちゅん♡ばちゅんっ

♡って腰振る先生♡びゅくびゅく～♡どぷどぷ～♡って疲れマラをちゃっかり

解消して･･･♡ 『もう♡また新しいエプロン買わないといけないじゃないで

すか･･･♡』って困らされちゃってるのにリビングに連れていかれてすぐに膝



上パイズリ開始♡ここから 1 時間くらいずっとだっぱん♡どぴゅ～♡たぱんっ

♡びゅるる～♡の繰り返し♡ひとしきり落ち着いてご飯の準備をしてた私のエ

ッチな体見てムラムラ♡しちゃった先生がお尻に硬いのぐりっ♡ぐりっ･･･♡

って押し当てながらどたぷんおっぱいむにぃ♡むにゅっ♡ぐにゅ～っ♡って揉

みしだく♡『やっ･･･♡あん･･･♡』って喘ぎ声出してる私に興奮した先生がお

まんこにおちんぽ擦りつけながら『んちゅ･･･♡じゅるっ･･･♡んっ･･･♡ちゅ

ぱ･･･・♡んぅ･･･♡』って濃厚ディープキスしちゃう♡ お股で射精しちゃっ

た先生がおもむろにドスケベ白マイクロビキニをクローゼットから取り出して

きたらそれは長乳グラビア撮影会開始の合図♡どたぷんっ♡って胸元強調した

ポーズを『ふ～っ♡ふ～っ♡』って鼻息荒くした先生にいろ～んな角度からた

くさん撮られて･･･♡精子ギュンギュン♡って急速製造完了♡そしたら後は力

尽きるまでパイズリエッチ･･･♡朝目覚めたら 2 人一緒にシャワーを浴びて･･･

♡当たり前のように勃起した先生のチンポにローションたっぷりつけて朝ズリ

してあげる♡♡ローションつけすぎてなかなか洗い落とせずに遅刻しそうにな

ったりして･･･♡仕事＆登校に支障が出そうになる毎日なんだろうなぁ･･･♡こ

こまできたら結婚まであともう少し･･･♡♡♡」 

 

「ふーっ♡♡ふんっ♡♡ふっ♡♡♡ふぅーっ♡♡ふっ♡♡♡ふーっ♡♡♡♡」 

 

──どぱっ♡♡だぱんっ♡ぱんっ♡ぱちゅんっ♡♡ずりゅ♡♡♡たぱんっ♡♡

ぱんっ♡♡ぐちゅっ♡♡たぱんっ♡♡♡ばちゅん♡♡ばちゅんっ♡♡ぬちゅっ

♡♡どぱっ･･･♡♡ 

 

「くすっ♡先生ったら、そんなに鼻息荒くしちゃって･･･♡ただの独り言なの

に･･･♡やっぱりこういうシチュ、大好きなんですね･･･♡」 

 

「くっ♡くそっ♡♡そんなエロシチュ聞かされて興奮しないやついないだろっ

♡♡♡ドスケベ･･･♡ドスケベタンクがっ♡♡全部♡全部したいに決まってる

っ♡♡だから♡だからぁっ♡♡ユウカ♡俺と付き合ってくれっ♡いや、付き合

うだけじゃダメだ♡結婚･･･♡結婚してっ♡ドスケベ妻の長乳どたぷん独り占

めさせてくれっ♡それで･･･♡さっき言ったシチュ、全部やらせてくれぇぇぇ

っ♡♡」 

 

──ぱんっ♡だぱんっ♡ずりゅっ♡♡どぱっ♡♡ぱちゅんっ♡♡たぱんっ･･･

♡♡ぱんっ♡♡ずりゅ♡♡♡ぐちゅっ♡♡たぱんっ♡♡♡ぱちゅん♡♡ばちゅ



んっ♡♡ぬちゅっ♡♡どぱっ･･･♡♡ぱんっ♡♡ずりゅ♡♡♡ぐちゅっ♡♡た

ぱんっ♡♡♡ばちゅんっっっっっ♡♡♡♡♡♡ 

 

「わぁ･･･♡こんなところでプロポーズなんて♡♡大胆ですね、先生♡♡もち

ろんです♡♡だから先生♡♡♡将来奥さんになる予定の女の子の L カップ

118cm どたぷんおっぱいに♡♡ウェディング精液
ザーメン

たっくさ～ん乳内
な か

射精
だ し

して

ください･･･♡♡♡♡♡」 

 

「出すっ♡♡全部出すぅ♡♡ユウカの･･･♡♡嫁の♡♡♡ドスケベおっぱいマ

ンコに全力種付けするぅ♡♡全部受け止めろユウカっ♡♡孕めっ♡♡孕めえぇ

ぇっっっ♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡」 

 

──どぴゅっ♡♡♡♡びゅるっ♡♡♡♡ぶびゅるるるるっ♡♡♡♡♡♡びゅる

ぅっ♡♡♡どぷっ･･･♡♡♡♡びゅくっ♡♡ぶぴゅっ♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡

びゅるるっ♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡ 

 

「かは･･･っ♡あ･･･♡♡」 

 

──ぼぴゅっ･･･♡♡♡♡♡♡びゅくぅ･･･♡♡どぴゅっ♡♡♡ぶぴゅぴゅ

っ･･･♡♡♡♡ぶびゅるる♡♡♡♡♡びゅるるっ･･･♡♡♡♡♡♡♡♡ 

 

「計算通り♡やっぱり先生は我慢できませんでしたね･･･♡♡」 

 

「おっ･･･♡ど、どういうことだ･･･っ♡♡あ･･･♡♡♡」 

 

「シャワールームに連れ込んだ時点で強引に襲ってくることは分かってました

から･･･♡♡さっきは私から仕掛けましたけど･･･今度はちゃ～～んと『自分か

ら教え子おっぱいをばちゅばちゅ犯してあまつさえプロポーズまでしちゃった

記録♡♡♡』残させていただきました♡♡」 

 

ユウカはシャワールームの角に設置されたカメラを指差す♡ 

 

「なっ･･･♡♡ぜ、全部撮られて･･･っ♡♡♡♡」 

 



「もうこれで先生は私のものです･･･♡しかもプロポーズまでされちゃいまし

たし･･･？♡まさかないとは思いますけど･･･いかがわしいお店や他の生徒によ

そ見なんてしたら、どうなるか分かってますよね♡先生･･･？♡♡♡」 

 

「あっ･･･♡♡あ･･････・♡♡♡」 

 

ユウカの完璧な計算に、完敗(完勝？)した朝の話。 

 

終 

 


